
九州大学学術情報リポジトリ
Kyushu University Institutional Repository

『瑜伽師地論』巻四十八

蛭沼, 芽衣
九州大学大学院人文科学府 : 博士後期課程

https://doi.org/10.15017/1518323

出版情報：文獻探究. 51, pp.1-, 2013-03-31. 文献探究の会
バージョン：
権利関係：



『
瑜
伽
師
地
論
』
巻
四
十
八



　
　
　
　
　
　
　
解
　
　
説
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

蛭　

沼　

芽　

衣

　
『
瑜
伽
師
地
論
』
は
、
唐
の
玄
奘
に
よ
っ
て
訳
さ
れ
た
、
全
百
巻
よ
り
な
る
瑜
伽
行
派
の
根
本
論
書
の
一
つ
で
あ
る
。『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
三
十
巻
（
№

一
五
七
九
）
に
も
収
め
ら
れ
て
い
る
。
九
州
大
学
文
学
部
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
の
は
、
こ
の
う
ち
巻
四
十
八
の
写
本
一
帖
で
あ
る
。
表
紙
縦
二
四
・
四
糎
×
横
八
・
五
糎
。

巻
初
に
墨
筆
で
「
石
山
寺
一
□

［
切
経
］カ」

と
見
え
る
こ
と
か
ら
、
石
山
寺
一
切
経
の
一
本
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
折
本
で
あ
る
が
、
元
は
巻
子
本
だ
っ
た
も
の
を
天
明
七
年

～
寛
政
年
間
初
頭
頃
に
か
け
て
、
石
山
寺
に
お
い
て
改
装
し
た
よ
う
で
あ
る
。
石
山
寺
の
一
切
経
は
、
奈
良
時
代
か
ら
室
町
時
代
の
各
時
代
に
わ
た
る
多
種
の
写
経
・

版
経
か
ら
な
る
取
合
わ
せ
経
で
、
石
山
寺
に
は
現
在
四
四
八
五
帖
八
十
合
が
納
め
ら
れ
て
お
り
、
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。『
瑜
伽
師
地
論
』
は
そ
の
う
ち
第

三
九
函
に
収
め
ら
れ
、
百
帖
の
う
ち
四
三
帖
が
現
存
す
る
。
こ
れ
ら
の
奥
書
は
多
種
に
分
か
れ
て
お
り
、
古
い
も
の
か
ら
順
に
、
天
平
二
年
（
七
三
〇　

巻
第
二
一
）、

天
平
十
六
年
（
七
四
四　

巻
第
十
四
他
）、
天
平
勝
宝
六
年
（
七
五
四　

巻
第
三
八
）、
宝
亀
十
年
（
七
七
九　

巻
第
二
）
の
四
種
類
が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に
付
さ
れ
た

白
点
も
訓
点
も
第
二
群
点
・
第
三
群
点
・
第
四
群
点
・
特
殊
点
な
ど
種
々
に
わ
た
り
、
伝
来
の
複
雑
さ
が
伺
え
る
。

　

さ
て
、
本
書
の
奥
書
に
は
、「
天
平
十
六
年
歳
次
甲
申
三
月
十
五
日
／
讃
岐
國
山
田
郡
舎
人
國
足
」
と
見
え
る
が
、
こ
の
奥
書
を
も

つ
も
の
は
石
山
寺
に
二
十
一
本
確
認
で
き
る
他
、
筑
波
大
学
国
語
学
研
究
室
（
柴
田
（
一
九
八
〇
））
京
都
国
立
博
物
館
（http://

w
w

w
.kyohaku.go.jp/jp/syuzou/

）、
奈
良
国
立
博
物
館
（http://w

w
w

.narahaku.go.jp/english/m
obile/m

eihin/syoseki 
/077.htm

l

）
な
ど
に
も
所
蔵
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
山
田
郡
舎
人
國
足
に
つ
い
て
は
未
詳
で
あ
る
。

　

巻
を
通
じ
て
白
点
に
よ
る
ヲ
コ
ト
点
・
仮
字
点
・
一
二
三
な
ど
の
漢
数
字
に
よ
る
返
り
点
が
見
ら
れ
る
が
、
剥
落
し
て
し
ま
っ
て
い

る
箇
所
も
あ
り
、
判
読
が
困
難
な
状
態
に
な
り
つ
つ
あ
る
（
口
絵
下
段
右
側
の
写
真
は
白
点
が
見
や
す
い
よ
う
に
画
像
を
加
工
し
て
あ

る
）。
仮
名
字
体
に
は
、「
ロ
（
ル
）」「
□
（
ナ
）」「
ル
（
ツ
）」
な
ど
、
や
や
特
異
な
字
体
が
確
認
で
き
る
。
ヲ
コ
ト
点
は
、
壷
の
上

段
左
か
ら
右
に
向
か
っ
て
テ
ニ
ハ
と
並
ぶ
、
い
わ
ゆ
る
第
四
群
点
に
属
す
る
（
下
図
参
照
）。
第
四
群
点
は
早
く
平
安
初
期
か
ら
存
し

て
い
る
も
の
の
、
識
語
が
な
い
も
の
が
多
く
、「
そ
れ
が
行
は
れ
た
学
派
の
勢
力
が
弱
か
つ
た
（
築
島
（
二
〇
〇
九
））」
よ
う
で
あ
る
。

本
書
も
識
語
が
な
い
た
め
、
加
点
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
、
ヲ
コ
ト
点
や
仮
名
字
体
は
、「
正
倉
院
聖
語
蔵　

今
光
明
最
勝
王
経
」
古

点
や
「
四
分
律
行
事
鈔
」
古
点
な
ど
と
同
系
の
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
春
日
（
一
九
三
五
）
で
は
、
ヲ
コ
ト
点
・
仮
名
字
体
か
ら
、「
こ

の
訓
点
は
、
貞
観
よ
り
下
ら
ざ
る
も
の
、
ま
づ
天
安
の
大
智
度
論
点
前
後
の
所
に
置
か
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
」
と
推
定
し
て
い
る
。

大
智
度
論
点
は
天
安
二
年
（
八
五
八
）
の
加
点
で
あ
る
。
本
書
の
点
が
こ
れ
ら
と
同
一
の
人
物
も
し
く
は
師
資
関
係
に
あ
る
人
物
に
よ

る
加
点
で
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
本
書
の
加
点
も
少
な
く
と
も
平
安
初
期
に
行
わ
れ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
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第四群点
（築島（2009）より）

本書のヲコト点図
（一部）


